
110

コンピュータを用いた英語文法テストに及ぼす画面背景色効果の検証 教育システム情報学会誌　Vol. 30, No. 1　2013ショートノート  pp. 110‒115

コンピュータを用いた英語文法テストに及ぼす画面
背景色効果の検証
山崎　敦子＊，松居　辰則＊＊

Analyses of Background-Color Effects on Computer-Based English 
Grammar Tests

Atsuko K. Yamazaki*, Tatsunori Matsui**

1.　はじめに

Web ページのデザインに関する研究の多くは，色

彩が重要な要素であると指摘しており，画面背景色と

フォント色の間の輝度コントラスト比が Web ページ

の読みやすさに関係すると報告している（1）～（5）．高

橋・山西・佐々木が行った Web アクセシビリティを

世代間で比較した研究の結果は，アクセシビリティの

高いホームページを作るには，輝度コントラストが

5:1 以上となる背景色と文字色のコンビネーション

を使うことが必要であるということを示した（4）．ま

た，Hall と Hanna による実験結果は，フォント色と

背景色のコントラストが強いほうが読みやすいことを

示した．Hall と Hanna の実験では，フォント色と背

景色の組み合わせは Web ページユーザーの記憶力に

影響することはなかった（5）．しかし，Mehta と Zhu

の研究は，単語を思い出すタスクについては赤色背景

画面のほうがパフォーマンス結果は良いが，創造的な

タスクでは画面背景が青色のほうがより良い結果を生

み出すことを示し，画面の背景色が Web 上で行うタ

スクのパフォーマンスに影響を及ぼすことを示唆し 

た（6）．

このように，Web ページに関する画面背景色の研

究は多く行われているが，e ラーニングにおける画面

色の効果についての研究は少ない．近年，Web 上で

行われる教育や試験が増えている．特に，英語教育で

はコンピュータを用いた学習教材やテストが頻繁に用

いられ，Computer-Based Test （CBT）や Web-Based 

Test （WBT） は，多くの受験者を対象としたテスト

として定着している．Cambridge Computer Based 

Tests，TOEFL® TEST，TOEIC® Speaking & Writing 

Test などはその例であり，学校や企業などで受験者

の英語の能力を測る指針として用いられている．

これらの CBT や WBT は，従来の紙ベースの試験を

模して，テスト問題の画面は背景色を白に，文字色を

黒にしているものがほとんどである．しかし，コン

ピュータ・ディスプレー上で与えられるタスクを黒文

字と白背景で行った場合，この組み合わせは視覚など

への負担が少なく，タスク遂行にとって最適であるか

の検証は少ない．紙を媒体としたタスクのパフォーマ

ンスと紙の色との関係に関する研究は，眼の疲労度と

いう視点から行われているものがある．たとえば，大

内と赤木はノート用紙の視覚疲労実験を行い，70%

から 75% の白色度の用紙で視覚負担が少なく， グ

リーンやイエロー系統も疲労感が少ないと結論してい 

る（7）．

こうした結果は，コンピュータ上で遂行されるタス

クにとっても適切な画面背景色がある可能性を示唆し
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